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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年2月14日(2008.2.14)

【公開番号】特開2006-243500(P2006-243500A)
【公開日】平成18年9月14日(2006.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2006-036
【出願番号】特願2005-60805(P2005-60805)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/28     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ  10/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ  10/18     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  14/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  14/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   6/26    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/28    　　　　
   Ｈ０４Ｂ   9/00    　　　Ｍ
   Ｈ０４Ｂ   9/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月19日(2007.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記素子に用いられる材料は、１５５０ｎｍの光に対する屈折率が光学ガラスよりも高
いことを特徴とする請求項１に記載の波長分散補償器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
（付記２）前記素子に用いられる材料は、１５５０ｎｍの光に対する屈折率が光学ガラス
よりも高いことを特徴とする付記１に記載の波長分散補償器。
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